
１　明るく元気な地域づくり ３　健康で豊かな地域づくり

①子どもも大人もつながりをもつ
●サロン大広間（新町）
・夏休みに新津第二小学校の児童と交流している

①健康寿命の延伸を応援する １　住民の困りごとやニーズ把握のため、福祉委員の認知度を高
める必要がある

②世代交代を図る ②福祉委員を周知する ２　自治会・町内会の活動は活発であるが、地形特性のため広域
的なつながりが薄い

２　安全で安心な地域づくり ４　相談しやすい体制づくり 地域の課題のためにできそうなこと

①ニーズ調査をする

②隣組で見守り・支え合いを進める
●歳末見守り事業
・継続して取り組んでいきたい
・孤独、孤立の課題に向けて見守り活動は全面的に考えていく
・玄関先で「よろしく」だけで終わってしまった
・利用者から特別にお礼やお話はなく、身構えたりせず通常の訪問の一環として思っ
　てもらえたようだ
〈持参物について〉
・食べ物をあげるのはプレッシャーを感じるため食べ物でないとやりやすい
・日用品でも喜んでもらえた
・ウエットティッシュ使い慣れていない方もおり、ティッシュでもよいかもしれない
・もらう方はごみ袋が一番よい（新町では町内でごみ袋も追加して訪問している）
・物はかさばるため配りにくい
・赤飯など長持ちする食べ物だとどうか
・手紙は好評だった
〈対象者について〉
・歳末と友愛訪問の対象者が違うが一緒にしてもよいのではないか
・友愛訪問の対象ではなくてももらえると思っている方もいた
・おせちがほしいから友愛訪問の対象にしてほしいという方もいた
・2人世帯の方には町内からあげていた
●友愛訪問
・7月、8月はミルージュでもよいのでは
・甘いものが飲めない方で石けんのみの方もいる
●ごみ出し支援（飯柳）
・歳末見守り事業をきっかけに6月から支援が始まった
・動き始めたら他にも困っている方が出てきた
・現在は利用者2名、協力員は1名
・自治会で行っているというより個人に任せる形になっており負担に感じる
・協力員になりたい方もいたが、信用できるかどうかの問題もある
・いつごみ出しをするか決まっていない
・ふり返りなどを行い、負担感のない形で継続できるとよい
●ボランティアの周知
・北上でごみ出しの個人ボラの周知を検討する③福祉委員の情報交換をする

④情報共有・情報の一元化

地区別計画推進目標ごとに推進できそうなこと

・包括では、移動の課題が多く聞かれる

地域の取組みをする上での課題解決のためにできること

①子どもから高齢者まで安心して暮らせる地域づくり
●家族表（草水町）
・家族表に緊急連絡先も入れた
・家族表を活用し、組長を中心に災害時の支え合いについて検討していく
●避難行動要支援者
・必ず助けが来るわけではない、名簿に名前が載るだけと伝えるよう言われている
・自分の情報を見られるのが嫌で名簿から外した方もいた
・個別避難計画なかなか進まない
・自治会の意識が高まっていくとよい
・組長が周囲のことを把握しているとよい
●災害時の支え合い
・草水町では支え合いはまず知ることが大切と思い、組ごとの地図を作成し、避難行
　動要支援者に印をつけ、組長会議で共有しているが、40組あるため統一するのは
　難しい
・個人情報を気にする方もいるため、慎重にやっていく必要がある
●サロン大広間（新町）
・防犯アドバイザーを呼び、防犯についても取り組んでいる

②未来を見据えて地域づくりや課題を考える
●地域づくり
・各自治会・町内会ごとに事例を伝えることも大切
・歳末見守り事業をきっかけに町内も動きがでてきた
・社協も上手く使いながら、地域づくりをすすめるとよい
・積極的に関わっていくことも必要

令和7年度地域福祉懇談会

新津東部地区 開催日時：令和７年６月１８日（水） １０時～ 会場：勤労青少年ホーム グループ室

新津東部コミ協：古川副会長 新津東部地区社協：小林会長（民協会長）、中野副会長、和泉会計


